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主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

◎ 4 33 3 9 6 1 ◎ 4 23 1 9 2 1

○ 5 9 0 4 1 3 ○ 5 25 3 6 4 0

○ 6 25 1 10 2 2 6 8 0 3 2 2

7 3 1 0 0 0 7 9 0 4 1 1

8 0 0 0 0 0 8 4 0 2 0 2

9 0 0 0 0 0 9 5 1 1 0 0

○ 10 1 0 0 1 1 ○ 10 12 0 5 2 1

11 0 0 0 0 2 11 3 1 0 0 1

○ 12 6 0 3 0 4 ○ 12 18 2 6 0 0

13 0 0 0 0 0 ○ 13 4 0 2 0 1

14 0 0 0 0 0 14 5 1 1 0 1

15 8 0 4 0 2 15 4 0 2 0 0

16 16

17 17

18 18

85 5 30 10 ## 9 41 11

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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　優勝候補洛南に果敢に挑んだ春日部であったが、洛南は危なげない試合運びで春日部の挑戦を退けベスト８進出を果たした。第１P両者マンツーマンディフェンスでス

タート。洛南は＃５辻・＃12比江島らが次々とドライブインからの得点を重ねる。２回戦で46得点と抜群のシュート力を見せた春日部＃４金子だったが、今日はなかなかシュー

トが決まらない。3分過ぎからは洛南＃13佐藤からのすばやい展開に5連続得点を許し、ここで春日部ベンチはタイムアウトを請求。その後、春日部＃４金子のシュートも決ま

りだし、＃５橋本のポストプレーなどで応戦するも、洛南の勢いを止めるまでにはいたらず、36対16洛南リードで終了。第2P洛南は主力二人を休ませスタート。4分過ぎまで

は両者攻めがかみ合わず互角の展開が続くが、4分過ぎに洛南＃４田村がコートに戻ると、ドライブインで春日部ディフェンスをかき回し、＃５辻が外から３Pを射抜くなどバ

ランスの良い攻めを見せる。春日部も＃４金子・＃６春本が得点を決めるが散発に終わり、総合力で勝る洛南が63対36とリードを広げ前半終了。第3P洛南＃５辻の連続得点

で始まる。春日部は＃10坂井が積極的に1対1を仕掛け、ファウルをもらう。しかし、洛南＃４田村が内・外から得点を重ね突き放していく。追いかける春日部は、オールコー

ト１－２－１－１ゾーンプレスでボールを奪いに行き、反撃に移る。洛南は慌てず、逆に速攻につなげ第3P　96対56で終了。第4P洛南得意のパスランの攻撃で次々と得点を

重ねる。春日部も＃６春本・＃15清水がオフェンスリバウンドをがんばり、リング下で得点する。＃４金子も積極的にシュートを狙い意地を見せる。しかし、洛南はメンバーを

変えても攻撃力が落ちず、春日部も最後まで厳しいディフェンスでボールを奪いに行くが、差は縮まらず120対85でタイムアップ。
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